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第 2 7 口全 日本社会人フイーブンド

アーチェ レー選手権大会開催要項

(社) 全日本アーチエジエ連盟

愛知県アーチエリー協会I

安知県教育委員会  (財) 愛知具体育協会

『定光幸すとチェリーレンジ』

2 3 日 〔土) ～2 4 日 (日)

1 1 1 3 0 ～ 受け付け ・昂具検査 ・公式練習 ・開会式

1 5 ～ 予選ラウンド

3 0 ～ 予選ラタンド

0 0  ヽ 決勝ヲツンド・表彰式 ・開会式

(時間に関しては進行等により変更する場合がある)

競技方法  世界選手権ラウン ドに準ずる

0 予選ラウンドはくマークドヨ~ スを2 4 (1 2 ■1 2 ) 標的行う。

② 各部門予選ラウンドの上位4 ろが決勝ラウンドに進出する。決勝1回戦fま行わない。

競技規則  (0 全日本アーチエリー連盟競技規則1 (200G 2ヽ007 年度飯) にて行う,

2

競技会場  菱知帰、 瀬戸市

競技 ヨ時  平成 1 8 年 9 月

9 月 2 3 B

9 月 2 3 日

9 月 2 4 日

1 3

8

1 3

４

うヽ 競技種月1・参加定員及び表彰

① 参加定員は104るとし、各部F弓(種別) の参カロ定員及び表彰:ま淡のとおりとする,

部     F弓 種    男J 定   員 表   彰

ベアボウ 手
】
子

女

男

8 名

1 6 名

1 位

1位から島位

1 位から3 位

1位から3 位
リカニブ 手

子

女

男

2 4 あ

3 2 名

ヨンパウンド 女子

男子

B 名

1 6 名

1 住

1位から3 住

、その不足人数を性の部P鳴く種
C 各部門 (種別) の参加申込数が参力8定員に満たない場合は

四い に振り分!することがある。            1

参加資格 :0 平成 1 8 年度(社)全日本アーチエアー連盟競技者登録を終了ヒた者,

②(わ 全ア遭盟のスターバツチ (フイールド) のプロンズ以上の所有者t

C 高校生 '大学生及び専門学校告以外の者で、平成 1 8 年4 月 1 日現在:こおいて満

1 8 歳以上の年齢の者。

④前年度全日本社会人アイール ドアーチエリー選手権の優勝者。

BB 女子 ・B B 男子 ・R C 女子 ,R C 男子 ・CP 女子 もC P 男子各 1名,

③選考対象期間 (平成 1 7 年 9 月 T 日から、平成 1 8 年3 月2 2 日迄) 内に開催き

れた(0 全国不アーチエ' ―
ミ盟公認競技会にT‐

‐いて、マークドラランド1 ユ手ツ

ト(12 標釣)で、次の得点以上の成績を2 H 以上出した者。1 ラウンド(24 擦的)の競

技会は、各ユニット毎に 1 ユニット(12 標的)と数え、各ユニツトの区卯1がないと

きは、1 ラウンド(24 標的)の得点の 1/2 を1 ユニントの得点とする。

CP 女子 i C P 男子
部円頓朝1) B B 女子 B B 男子 R C 女子 R C 男子

得  点 9 6 点 1 1 4 点 母6 点 1 1 4 点 9 6 ,点  1 1 1 4 R
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7 澤考方法 :①選そ対象 となる2 コの公認競技会得点合計の上位より導考する.

C 得萩合言+が同点の場合に|よ、全日本大会の縦録を含む者、地区大会の設録を含む者

の順とし、これでも周点の場合は、選考委員による抽選とする.

③援者となる公認較技会の公認申幸及〔規 横報告がなされていない時には、その記録

は無力となつ、結果として参力はできないことになるので注意すること,

‐      0 主替する寄道Ft県アーチェアー資谷 【こ盟| は この宝員内で者子の選手を無薦す

る工とう1できな= す情団体|■経済で4 る音を記誌した 1出場資略キ議書」を申込■

締めLTJりの食tに集出することを条件とする。

3  参加料   :名につき7 , 0 0 0 円

9  中iみ方法 iO 前記の資格を有する者は、別紙 「出身資格中請書とに必要事項を記入して、加盟ロ

体から一緒して中し込むこと. この 「劇場資構申請書」は、出場申込書を兼ねてい

るので、選考決定後ほ辞退するととができない。低場資をの決定後に、やt,をえな

い理由で穴場する場合にiよ、参為幹,を和付するととも!二、理由を明記じと'矢場届」

を、加盟団体を通じて(輸 全5 本アーチェデー運鯖モ提出すること。

②申込先  千150'805C  東京都準谷区神南1 - 1 - 1 岸記念体首会館内

(わ 全日本アーチェリー連猛

T E L  3 3 - 3 tL 8 ] 二 2 4 〔) 2  F A X  0 3 - 3 4 8 1 - 2 4 〔) 3

③甲込縮あ切り  手武 1 8 年8 月2 3 日 (水) 必着のこt:9

0 選考会議!こよつては場資格を有する選手が■定した時には、直ちに加盟団体を通じ

て選考結果を通知する。

⑤資格を有する選手は、選考結果の通如後 1週聞夢内に、「参加費維付書」(選考結果

通知害とをもに基イーjする| に参加■|を添えて、力1盟目体から一括して紳付する。納

付した参加料は、久場しても返錦しない`

1 0  宿泊 t昼食たついて ,決定した選手に,ま 「信温 ・昼食中込書」を加盟団体に発送するので

加盟岡体を通じて串し込むこと.

1 1 その化 10 「出場資松申請書J ttH 後に競技部FE壷墾いの変更は認うない,

3 前記 「2  境技β時J ,こ記載されたF学問常にR 具較査を受,すなかった者は菜権と

みなすぐ米仕事等のgrr合で遅加′る塀合,よ、予め達盟まで文書で連絡すること,

③選手は(社)t T 連盟会員証ならびにスターパソ子 (アィール ド) を持参し常iこ携

常していろことi

C 筑技中の負傷は、応急処置●ネとし、それ以上責任は負わない★参力B者は傷害保

険 f遠征 クスポーブ保険) に加)、して参力8することが望ましい,

0 納付I夕た参加料、宿泊費1 昼食費等は穴場i″た場合でも返却しない。宿泊, 弁当

申込につ ′ヽiて、申込締め切り後つ変真,追拘モ】ま消をできないので注意すること,

0 本大会の幸込熊夕!軍のこくで開4樫した公認義議会の記録を本大会tj/宇請点とする

時は、ミミ 年による仮争告を行↓、後日正式tつ報告を行うこと.

tD 競技会1 週間読|まヨーネ内立入り奈■となる.

選手 つ̀心薄え tG 選手|よ、礼儀を率び視倖を連守し、みヽつ也の参加をとの友好筑章iこ努める.

(JO C による日本選手固編成を針数粋)

② ドーピング稔査々ヽの対応 そ選手:ま 競技全前7 勇間に厳用した医薬品 (処方薬 ・売

薬を問わない) " よび接取したナプリメント類の名前を量を記 したメモを携行する

ことが幼冷ら″lる。


